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公益財団法人 新日本宗教団体連合会 

平成 29 年度事業報告 
 

 概 況  
平成 29 年度は、新宗連『定款』第 3条に掲げる「この法人は、信教の自由の精神を高揚し、宗教

団体の公益性を支援することにより、豊かな人間性の涵養とより良い社会の形成に寄与し、もって

世界平和の実現に貢献する」を目指し、事業を推進した。 

また、新スローガン「信教の自由を守ろう」「信仰心を広めよう」「宗教協力を進めよう」「世界の

平和に貢献しよう」のもと、『定款』第 4条の「信教の自由の尊重及び擁護、宗教団体の宗教活動の

推進、宗教団体相互の協力によるより良い社会形成の推進」に向け、本部、総支部、新宗連青年会

において具体的活動を実施した。 

 

【重点課題】 

(1) 一人ひとりが信仰心を深めるとともに信仰の尊さを広め、よりよい社会と世界平和実現に向 

けた土壌づくりを進めた。 

(2) 現実味を帯びてきている憲法改正の発議に対して､『新日本宗教団体連合会設立の意義』及び 

憲法の三大原則「国民主権」「基本的人権の尊重」「平和主義」をもとに、憲法改正論議によ 

って生じる諸問題への調査研究を行った。 

(3) 総支部・協議会において、北朝鮮による日本人拉致問題学習会を開催し、同問題に対して、 

理解と関心を深めた。 

(4) 次代を担う宗教青年の教化、育成に力を入れ、世代を超えて、より多くの青年の信仰心涵養

に努めた。 

 

 

 公益事業  
宗教団体が公益活動を自由かつ円滑に行えるよう、信教の自由の尊重と擁護、宗教団体個々の利 

益を超えた青少年の健全な育成及び豊かな人間性の涵養、不当な差別又は偏見の防止等を通して、よ

り良い社会形成の推進に関する調査研究及び普及啓発活動を行った。 

 

◆講座及びセミナー等の開催 

（１）第 4回「新生復興祈念集会」 

日 程  平成 29 年 5 月 23～24 日 

    開  催  地  熊本県上益城郡益城町内のホテル、南阿蘇村・阿蘇大橋付近、阿蘇神社 

  内   容  学習会を開催し、行政担当者、NGO スタッフ、障害者支援の専門家から、

「平成 28 年熊本地震」発生から現在までの状況を聞き、今後に向けた課題

等を話し合った。また現地視察と追悼・復興祈念祭を執り行った。 

  （２）第 2回教化活動に関する懇談会 

日 程  平成 29 年 9 月 19 日 

    会   場  新宗連会館（東京都渋谷区） 

    講   師  飯島法道／思親会会長 

  内   容  「教化活動の現状と課題」をテーマに、各教団の幹部が自らの経験を語り

合い、意見交換するなかから、参加者が教化活動に資するものを相互に学

びあった。 

（３）会員総会・学習会 

日 程  平成 29 年 10 月 18 日 

    会   場  大月ホテル和風館（静岡県熱海市） 

    テ ー マ  「憲法改正と国民投票―基本的人権の尊重と信教の自由―」 

講   師  伊藤真／弁護士・伊藤塾塾長 
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  内   容  日本国憲法制定以来初めてとなる国民投票の実施が現実味を帯びてきてい

る中、国民投票の仕組みについて理解を深めるとともに、憲法が保障する

「信教の自由」や、三大原則「国民主権」「基本的人権の尊重」「平和主

義」等について学んだ。 

  （４）第 29 回人権啓発基礎講座 

    日 程  平成 29 年 10 月 24～25 日 

    会 場  立正佼成会大阪普門館（大阪市） 

講  座Ⅰ 「これでわかる部落の歴史と差別」 

講師＝上杉聰／部落史研究家 

講  座Ⅱ  「差別を考える視座は」 

講師＝森田健佑／善隣教秘書室長 

    内   容  近現代を中心に、被差別部落の歴史と問題を学ぶとともに、差別問題につ

いて正しい知識を学ぶだけでなく、信仰者として「自己変革」につなげて

いくという視点を考えた。 

（５）第 5回現代社会と信教の自由公開講座 

   日 程  平成 30 年 3 月 9 日 

    会   場  セレニティホール（東京都杉並区） 

        テ ー マ  「憲法施行から 70 年―基本的人権の根源にある信教の自由―」 

講   師  木村草太／首都大学東京教授 

  小林正弥／千葉大学教授 

内   容  憲法における「信教の自由」について判例から学ぶとともに、対話型講義

による議論で憲法についての理解を深めた。 

 

◆機関紙・インターネット等による広報 

（１）「新宗教新聞」の発行（年 12回） 

（平成 29 年度、第 1 面の主な記事） 

     4 月号 マイナンバー施行１年 課題と対応を学ぶ 

     5 月号 第 4 回「新生復興祈念集会」 熊本地震の被災地を訪問 

6 月号 第 29 期第 4 回理事会 新年度事業推進へ 

     7 月号 新宗連青年会ユースフォーラム 2017 

8 月号 第 52 回「戦争犠牲者慰霊並びに平和祈願式典（8.14 式典）」 

     9 月号 北朝鮮による拉致問題学ぶ学習会 全国で展開 

10 月号 平成 29 年度全国総会 憲法改正と国民投票を学ぶ学習会を開催 

    11 月号 すべてのいのちを尊び平和を祈る集い 絶対非戦、対話と協調を訴える 

新年号 理事長年頭所感 憲法改正「国民投票」理解へ学習会展開 

1 月号 2018 年展望 憲法改正・拉致問題 

2 月号 新宗連青年会関東連盟・東北連盟「復興フレンドシップツアー」 

      3 月号 第 29 期第 6 回理事会、第 5 回現代社会と信教の自由公開講座 

（２）新宗連ホームページの定期更新 

（３）新宗教新聞 WEB 版「Headline」の定期更新 

 

◆地域に根ざしたより良い社会の形成に向けた活動 

より良い社会の形成に向け、全国各地域の 11 総支部、56 協議会が地域の特色をいかして、

セミナー、フォーラム、学習会、奉仕活動等を推進した。 

  ＊詳細は P.11～P.25 を参照。 

（１）全国総支部会議 

○第 29 期第 2 回（10 月 17 日／静岡県熱海市･大月ホテル和風館）  

    内  容  平成 30 年度事業大綱、各総支部の活動状況等について報告した。 

  （２）平成 29 年度平和学習会開催一覧 

    テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 
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月 日 総支部・協議会 開催場所 

4 3 中国総支部 ＰＬ 広島中央教会 

4 5 首都圏総支部 立正佼成会 法輪閣 

4 9 岩手県協議会 立正佼成会 花巻教会 

4 17 北関東総支部 万代シルバーホテル 

4 17 四国総支部 徳島市ワシントンホテルプラザ 

4 18 北陸総支部 立正佼成会 富山教会 

4 18 九州総支部 Ⅰ(熊・宮・鹿・沖） 立正佼成会 鹿児島教会 

4 19 東北総支部 立正佼成会 仙台教会 

5 27 石川県協議会 立正佼成会 金沢教会 

5 27 富山県協議会 立正佼成会 高岡教会 

6 3 九州総支部 Ⅱ(福・佐・長・大） 善隣教 本庁 

6 17 日胆地区協議会 苫小牧市民会館 

6 18 岐阜県協議会 立正佼成会 岐阜教会 

6 19 群馬県協議会 立正佼成会 高崎教会 

6 24 福島県協議会 立正佼成会 郡山教会 

6 24 釧路地区協議会 立正佼成会 釧路教会 

6 25 秋田県協議会 立正佼成会 秋田教会 

6 25 長野県協議会 立正佼成会 松本教会 

6 25 愛媛県協議会 ＰＬ 松山教会 

7 17 島根県協議会 平田文化館 プラタナスホール 

7 23 福井県協議会 立正佼成会 武生教会 

7 29 オホーツク地区協議会 ＰＬ 北見教会 

9 3 青森県協議会 アピオあおもり 

9 9 旭川地区協議会 立正佼成会 旭川教会 

9 17 山形県協議会 立正佼成会 山形教会 

9 19 静岡県協議会 立正佼成会 沼津教会 

10 29 道央地区協議会 立正佼成会 札幌北教会 

10 31 三重県協議会 立正佼成会 津教会 

11 3 十勝地区協議会 立正佼成会 帯広教会 

11 12 渡島・檜山地区協議会 立正佼成会 函館教会 

11 26 新潟県協議会 立正佼成会 新潟教会 

2 13 愛知県協議会 立正佼成会 名古屋教会 

2 17 栃木県協議会 立正佼成会 宇都宮教会 

2 18 香川県協議会 立正佼成会 丸亀教会 

2 18 茨城県協議会 立正佼成会 水戸教会 

2 18 高知県協議会 立正佼成会 高知教会 

2 25 徳島県協議会 立正佼成会 徳島教会 

 

◆青少年育成に関する活動 

青少年の健全育成、信仰心の醸成を目的とし、新日本宗教青年会連盟（新宗連青年会）を通

して、「ユースフォーラム」、「8.14 式典」等の各種事業を実施した。 

（１）第 52 回「戦争犠牲者慰霊並びに平和祈願式典（8.14 式典）」 

※新宗連青年会関東連盟が実行委員会を組織し運営 

日  程  平成 29 年 8 月 14 日  

会  場  国立千鳥ヶ淵戦没者墓苑（東京都千代田区） 
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式 次 第  主催者あいさつ  ：岩渕明大／新宗連青年会委員長 

      新宗連代表あいさつ：保積秀胤／新宗連理事長 

献灯（加盟教団青年女子） 

折鶴奉納（新宗連青年会役職者代表） 

教団別礼拝（加盟教団青年と教団代表者） 

平和へのメッセージ：力久美雪・善隣教青年部 

平和の祈り 

来賓、一般参拝 

参 加 者  約 2200 人 

 ※8 月 11 日に事前学習会を行った（参加者 約 100 人）。 

（２）ユースフォーラム 2017 

 ※新宗連青年会北関東連盟の受け入れ 

日  程  平成 29 年 7 月 8～9 日 

開 催 地  栃木県青年会館コンセーレ（宇都宮市）ほか 

テ ー マ  「私から未来につなぐ平和の想い～宇都宮言の葉探し」 

内  容  宇都宮市内のウォークラリー、加盟教団青年代表者による発題 

参 加 者  約 170 人 

（３）第 6 回青少年育成セミナー 

日  程  平成 29 年 12 月 5 日 

会  場  解脱会・本部道場（東京都新宿区） 

テ ー マ  「魂の痛みを聴く―死んでしまいたいほど辛い気持ちや悩みを抱えた人々にど

う寄り添うか―」 

    内  容  講演 

講師＝村明子前所長、中山町子研修委員長 

／国際ビフレンダーズ東京自殺防止センター 

      「傾聴」のロールプレイ 

参 加 者  約 30 人 

（４）第 26 次アジア青年平和使節団 

日  程  平成 30 年 2 月 19～25 日 

内  容  平和使節団の原点であるタイ・ナムトクを訪問し、先師先達の心を体感する

とともに、第 25 次使節団で 32 年ぶりに訪問したミャンマーにおいて、先の

大戦で犠牲となられた方々の慰霊供養を行った。 

  参 加 者  16 人 

（５）「沖縄慰霊の日」代表参列 

日  程  平成 29 年 6 月 23 日 

内  容  沖縄県主催全戦没者追悼式に参列したほか、各地の慰霊碑を参拝した。 

        参 加 者  8 人 

（６）各種会合の開催 

○委員会（4 月 15～16 日、6 月 14 日、8 月 13 日、11 月 25～26 日、 

平成 30 年 1 月 18 日、3 月 14 日） 

※内 4 月、11 月は拡大委員会として全国 11 連盟の代表者が出席した。 

 

◆調査研究活動 

（１）専門委員会による調査研究 

「信教の自由」、宗教法人の社会的役割等に関する情報収集と提言案作成を目的とし、下記の

通り専門委員会による調査研究を実施した。 

   ○信教の自由委員会 

     「信教の自由」と政教分離に関する調査研究と情報収集を行うとともに、7 月 21 日、安

倍晋三首相に対し、本山一博委員長名で「靖国神社の『公式参拝』に関する意見書」を提

出した。 
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委員会（5 月 31 日、7 月 11 日、9 月 11 日、11 月 30 日） 

※内 5 月と 11 月は講師を招いた学習会も行った。 

   ○企画委員会 

     宗教法人が直面する諸問題に関する調査研究と情報収集を行うとともに、「第 4 回新生復

興祈念集会」「第 2 回教化活動に関する懇談会」の詳細について企画立案した。 

委員会（4 月 13 日、9 月 19 日、11 月 6 日） 

  ○会計委員会 

     新宗連の会計について、適正な運営を図るための調査研究、情報収集と共有を行うとと

もに、理事会の要請により、平成 28 年度決算書案および平成 30 年度予算原案を作成し

た。 

委員会（5 月 29 日、10 月 4 日、11 月 24 日、平成 30 年 2 月 9 日） 

○宗教法人研究会 

宗教法人が直面する諸問題に関する調査研究と情報収集を行うとともに、参加対象を加

盟教団全体に広げた「拡大宗教法人研究会」（テーマ「マイナンバーの現状と課題」）を、4

月 7 日に開催した。 

幹事会（4 月 7 日、9 月 26 日、12 月 8 日、平成 30 年 2 月 16 日） 

    ※内 12 月と 2 月は講師を招いた学習会も行った。 

○同和推進連絡協議会 

     不当な差別又は偏見の防止及び根絶を目的とし、同和問題、人権問題について啓発活動

を実施した。10 月 24～25 日に第 29 回「人権啓発基礎講座」を開催した。また、対外活動

として、部落解放・人権研究所、大阪希望館、「支縁のまちネットワーク」等への支援、協

力活動。『同和問題』に取り組む宗教教団連帯会議（「同宗連」）、同和問題にとりくむ大阪

宗教者連絡会議（大宗連）、リバティ大阪等の活動への参加と協賛を行った。 

定例協議会（7 月 21 日） 

○憲法研究会 

「信教の自由」と政教分離原則を堅持するという新宗連の基本的姿勢から、これらに抵触

する諸問題について、憲法改正の動向を注視し調査研究を行った。また平成 30 年度に全国

の総支部・協議会で開催する平和学習会テキスト「憲法改正と国民投票」の原案を作成し

た。 

    研究会（4 月 17 日、5 月 19 日、7 月 26 日、10 月 2 日、12 月 6 日、 

平成 30 年 2 月 13 日） 

○政治委員会 

宗教団体に関わる各種政治課題についての調査研究と意見交換を行った。 

委員会（6 月 15 日、9 月 27 日、12 月 11 日） 

※内 6 月は講師を招いた学習会も行った。 

（２）関係団体をとおしての調査研究 

この法人の目的達成および各加盟団体の適正な運営に資する各種情報収集を行い、理事会、評

議員会、各種専門委員会への情報提供を行った。 

〈＊主な関係団体〉 

 国際宗教研究所、宗教情報リサーチセンター（RIRC）、現代における宗教の役割研究会（コ

ルモス）、日本宗教学会、宗教倫理学会、宗教法学会、「宗教と社会」学会、教団附置研究所

懇話会、日本環境フォーラム、日本生命倫理学会、国際ビフレンダーズ東京自殺防止センタ

ー、日本宗教ネットワーク、部落解放・人権研究所、『同和問題』にとりくむ宗教教団連帯会

議（同宗連）、同和問題にとりくむ大阪宗教者連絡会議（大宗連）、リバティ大阪、支縁のま

ちネットワーク、大阪希望館、聖マーガレット生涯教育研究所（SMILE）、公益法人協会、

宗教者災害支援連絡会（宗援連） 

 

◆「宗教もしもし電話相談室」活動  

宗教に関する疑問、宗教をめぐるトラブルの解消を目的とし、「宗教もしもし電話相談室」を

とおして、電話による相談に応じた。相談件数は、平成 30 年 3 月 31 日現在 2770 件。ボラン
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ティア相談員 62 人。月曜日から金曜日の正午から午後 4 時まで電話相談に対応した。 

（１）相談事例研修会（隔月） 

（２）全体会（年 5 回）経験交流、スキルアップ 

（３）第 16 期電話相談室ボランティア研修会 

4 月 12 日 オリエンテーション／現代の宗教事情Ⅰ／傾聴Ⅰ 

講師＝栗山隆夫／新宗教新聞編集長 

4 月 19 日 現代の宗教事情Ⅱ／傾聴Ⅱ 

     講師＝武藤亮飛／新宗連事務局員 

栗山隆夫／新宗教新聞編集長 

5 月 10 日 現代の宗教事情Ⅲ／傾聴Ⅲ 

講師＝弓山達也／東京工業大学教授 

栗山隆夫／新宗教新聞編集長 

        5 月 17 日 現代の宗教事情Ⅳ／傾聴Ⅳ（ロールプレイワークショップ） 

         講師＝山口広／弁護士 

        栗山隆夫・新宗教新聞編集長 

    5 月 30 日 相談事例・傾聴Ⅴ（ロールプレイワークショップ） 

講師＝栗山隆夫／新宗教新聞編集長 

 

◆宗教相互の理解と対話の促進  

宗教文化の発展とより良い社会の形成を目的とし、各加盟団体間、及び神道・仏教・キリス

ト教・教派神道・新宗教教団等との相互理解を進め、戦争犠牲者の慰霊をはじめ「国際救援

金」による国内外の援助活動など、宗教相互の理解と対話を促進する活動を実施した。 

（１）すべてのいのちを尊び平和を祈る集い 

日 程  平成 29 年 11 月 23 日 

会 場  国立千鳥ヶ淵戦没者墓苑（東京都千代田区） 

内 容  緊張が高まる北朝鮮情勢に対して、対話による平和的解決を訴えるメッセー

ジを発表し、中根一幸外務副大臣に手渡すとともに、祈りを捧げた。 

参加者  約 3800 人 

（２）新宗連国際救援金の運用と活用 

「平成 28 年熊本地震」の発生を受け、昨年度から引き続き、世界宗教者平和会議

（WCRP）日本委員会との共同により、熊本シティ FM においてラジオ放送「心のハーフタ

イム」（2016 年 11 月～2018 年 3 月、月 4 回各 30 分）を行った。 

（３）日本宗教連盟への参画 

「信教の自由」の尊重と擁護並びにより良い社会形成の推進をはかるため、日本宗教連盟

の構成団体として、同連盟の会合及び事業に参画した。 

①理事会（5 月 26 日、6 月 12 日、平成 30 年 1 月 31 日） 

②第 8 回宗教と生命倫理シンポジウム 

     日 程  平成 29 年 12 月 11 日 

会 場  神道大教院（東京都港区） 

テーマ  「生殖技術―『自然』から新しい倫理の模索へ―」 

③第 6 回「宗教文化セミナー」 

日 程  平成 30 年 3 月 30 日 

会 場  神道大教院（東京都港区） 

テーマ  「美しき日本の残像―古民家の再生と日本再生―」 

（４）世界宗教者平和会議（WCRP）との連携（情報交換等） 

（５）比叡山宗教サミット 30周年記念「世界宗教者平和の祈りの集い」への参画 

日 程  平成 29 年 8 月 3～4 日 

開催地  比叡山延暦寺（滋賀県大津市）、国立国際交流会館（京都市） 
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 管理部門  

１．理事会 

○第 29 期第 4 回（6 月 7 日／兵庫県丹波市／円応教本部・五法閣） 

  ・平成 28 年度新宗連事業報告、決算報告を行い、承認した。 

・平成 29 年度の諸事業推進について協議した。 

 ○第 29 期第 5 回（10 月 17 日／静岡県熱海市／大月ホテル和風館） 

・平成 30 年度事業大綱案について審議を行い、承認した。 

・「北朝鮮情勢の平和解決を祈る集い」（11 月 23 日／国立千鳥ヶ淵戦没者墓苑）を承認した。 

 ○第 29 期第 6 回（平成 30 年 3 月 7 日／東京都渋谷区／妙智會教団本部） 

  ・平成 30 年度事業計画案・予算案を審議し、承認した。 

   

２．評議員会 

○第 29 期第 2 回（6 月 27 日／東京都渋谷区／新宗連会館） 

  ・平成 28 年度新宗連事業報告、決算報告を行い、承認した。 

  ・教団内人事異動等により、新役員を選任した。 

・第 30 期役員の候補者案を作成する「役員等候補選考委員会」の委員を選任した。 

 

３．監査会 

○平成 29 年度監査会（6 月 1 日／東京都渋谷区／新宗連会館） 

  ・平成 28 年度新宗連事業報告等並びに計算書類及びその附属明細書並びに財産目録に関する監

査を行った。 
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 役員等に関する事項  

 

 
（平成 30 年 3 月 31 日現在） 

役 職 

役 名 
氏   名 就任年月日 常勤・非常勤の区分 

名誉会長 深田 充啓 H28.6.24 非常勤 

顧 問 庭野 日鑛 H28.6.24 〃 

同 新井三知夫 H28.6.24 〃 

同 力久 隆積 H28.6.24 〃 

同 岡野  聖法 H28.6.24 〃 

理事長 保積  秀信 H28.6.24 〃 

常務理事 宮本 惠司 H28.6.24 〃 

同 江口 陽一 H28.6.24 〃 

同 石倉  寿一 H28.6.24 〃 

同 川端  健之 H28.6.24 〃 

理 事 田澤  清喜 H28.6.24 〃 

同 新井 光興 H28.6.24 〃 

同 岡田 泰六 H28.6.24 〃 

同 赤銅 重夫 H28.6.24 〃 

同 嘉納  良樹 H28.6.24 〃 

同 本山  一博 H28.6.24 〃 

同 鉢呂  神龍 H28.6.24 〃 

同 田中 法隆 H28.6.24 〃 

同 清島啓治郎 H28.6.24 〃 

同 力久 道臣 H28.6.24 〃 

同 飯島 法道 H28.6.24 〃 

同 深田 惠子 H28.6.24 〃 

同 庭野  光代 H28.6.24 〃 

同 保積 志弘 H28.6.24 〃 

同 出居 徳久 H28.6.24 〃 

同 北浦 幸代 H28.6.24 〃 

同 渡辺  孝彦 H29.6.27 〃 

同 藤原  裕康 H29.6.27 〃 



9 

 

監  事 番重  賢嘉 H28.6.24 非常勤 

同 竹内 リサ H28.6.24 〃 

評議員 石川  靖夫 H28.6.24 〃 

同 眞塩陽一郎 H28.6.24 〃 

同 加納  理孝 H28.6.24 〃 

同 保積 敬子 H28.6.24 〃 

同 齋藤賢一郎 H28.6.24 〃 

同 古川 謙一 H28.6.24 〃 

同 佐々木孝則 H28.6.24 〃 

同 高橋 秀典 H28.6.24 〃 

同 河合 神夫 H28.6.24 〃 

同 榊原 隆三 H28.6.24 〃 

同 左藤 滋光 H28.6.24 〃 

同 宮坂 保徳 H28.6.24 〃 

同 平松 千明 H28.6.24 〃 

同 山本  行德 H28.6.24 〃 

同 中村 史郎 H28.6.24 〃 

同 木村 吉宏 H28.6.24 〃 

同 澤田  章好 Ｈ29.6.27 〃 
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 平成 29 年度事業報告の付属明細書について  

 

平成 29 年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34 条第 3

項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないため作成しない。 
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北海道総支部 事業報告書 

 

Ⅰ．事業方針 
平成 29 年度は、新宗連『定款』第 3条に掲げる「この法人は、信教の自由の精神を高揚し、宗教

団体の公益性を支援することにより、豊かな人間性の涵養とより良い社会の形成に寄与し、もって

世界平和の実現に貢献する」を目指し、事業を推進した。 

また、新スローガン「信教の自由を守ろう」「信仰心を広めよう」「宗教協力を進めよう」「世界の

平和に貢献しよう」のもと、『定款』第 4条の「信教の自由の尊重及び擁護、宗教団体の宗教活動の

推進、宗教団体相互の協力によるより良い社会形成の推進」に向け、本部、総支部、新宗連青年会

において具体的活動を実施した。(※各総支部共通) 

Ⅱ．会議及び総支部活動 

○総務会(5 月 12 日  定山渓、11 月 8 日  外部会場清水屋、 

平成 30 年 3 月 8 日  立正佼成会札幌教会) 

○会津藩士慰霊供養(8 月 23 日  利尻島) 

Ⅲ．協議会活動 

＜旭川地区協議会＞ 

○役職者総会(4 月 24 日) 

○事務局会議 

(5 月 17 日  加納太霊教院、10 月 12 日・平成 30 年 3 月 18 日  ＰＬ旭川教会、 

3 月 25 日  立正佼成会旭川教会) 

○役職者会 

(6 月 9 日  松緑神道大和山旭川道場、平成 30 年 2 月 6 日  立正佼成会旭川教会) 

○平和学習会専門委員会 

(6 月 29 日・7 月 20 日・8 月 8 日・8 月 30 日  立正佼成会旭川教会) 

○平和学習会(9 月 9 日／100 人  立正佼成会旭川教会) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講  師：佐原透修／新宗連事務局次長 

○役職者懇談会(11 月 25 日  和処つたもり) 

＜渡島・桧山地区協議会＞ 

○委員会及び懇談会(5 月 26 日  炙り庵) 

○役職者懇談会(6 月 23 日  ＰＬ函館教会) 

○事務局会議 

(7 月 11 日・9 月 3 日・10 月 18 日・平成 30 年 2 月 8 日  松緑神道大和山函館道場) 

○ＰＬカッパ座函館公演への協賛(9 月 6 日  函館市芸術ホール) 

○平和学習会講師を囲む会(11 月 11 日  湯川プリンスホテル渚亭) 

○平和学習会(11 月 12 日  立正佼成会函館教会) 

  テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

  講  師：山田匡男／新宗連総局長 

＜オホーツク地区協議会＞ 

○委員会(4 月 16～17 日／9 人  つるつる温泉、 

7 月 10 日・11 月 13 日／各 8 人  ＰＬ北見教会) 

○アフリカへ毛布をおくる運動への協力(5 月  立正佼成会) 

○七夕交流勉強会[平和学習会](7 月 29 日／67 人  ＰＬ北見教会) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講  師：佐原透修／新宗連事務局次長 

○ＰＬカッパ座北見公演への協賛(9 月 10 日  北見市民会館大ホール) 

○大和山バザーへの協賛(10 月 9 日  北見市･スキルアップセンター北見) 

  ○懇談会(平成 30 年 2 月 11 日／7 人  北見市) 
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＜釧路地区協議会＞ 

○アフリカへ毛布をおくる運動への協力(4～5 月  立正佼成会)  ※3 教団で収集 

○委員会(5 月 16 日・9 月 5 日  立正佼成会釧路教会) 

○地球環境保全活動の推進(5 月 26 日  標茶町山林)  ※国有林の植樹 

○学習会(6 月 24 日／180 人  立正佼成会釧路教会) 

・認知症予防寸劇 

・テーマ：｢北朝鮮による日本人拉致問題｣ 

講  師：佐原透修／新宗連事務局次長 

○ＰＬカッパ座公演への協賛(9 月 9 日) 

○大和山バザーへの協賛(10 月 15 日  釧路市･中島公園) 

○総会(11 月 28 日／8 人、平成 30 年 3 月 14 日／11 人) 

＜道央地区協議会＞ 

○委員会(5 月 19 日・7 月 29 日  立正佼成会札幌北教会、 

11 月 28 日  松緑神道大和山北海道中心道場、 

平成 30 年 3 月 22 日  ＰＬ札幌中央教会) 

○平和学習会(10 月 29 日／300 人  立正佼成会札幌北教会) 

  テーマ：｢北朝鮮による日本人拉致問題｣ 

講  師：山田匡男／新宗連総局長 

＜十勝地区協議会＞ 

○委員会(4 月 18 日・11 月 25 日  立正佼成会帯広教会) 

○平和学習会Ⅰ(6 月 11 日  松緑神道大和山北海道東部布教センター) 

内  容：認知症サポーター養成講座 

○無縁故者慰霊祭(8 月 6 日  帯広市緑ヶ丘墓苑) 

○ＰＬカッパ座公演への協賛(8 月 23 日  帯広市民ホール) 

○大和山チャリティーバザーへの協賛(9 月 17 日  帯広競馬場南側広場) 

○平和学習会Ⅱ(11 月 3 日  松緑神道大和山東部布教センター) 

  テーマ：｢北朝鮮による日本人拉致問題｣ 

  講  師：山田匡男／新宗連総局長 

＜日胆地区協議会＞ 

○委員会 

(5 月 26 日  立正佼成会苫小牧教会、平成 30 年 3 月 27 日  立正佼成会室蘭教会) 

○学習の集い(6 月 17 日／180 人  苫小牧市民会館) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講 師：山田匡男／新宗連総局長 

佐原透修／新宗連事務局次長 

○ＰＬカッパ座公演への協賛(8 月 18 日  伊達、9 月 2 日  室蘭、9 月 3 日  苫小牧) 

 

 

奥羽総支部 事業報告書 

 
Ⅰ．事業方針(※各総支部共通) 

Ⅱ．会議及び総支部活動 

○総務会(4 月 9 日／21 人  花巻市なはんプラザ 2 階会議室、 

10 月 24 日  花巻市ホテルグランシエール) 

Ⅲ．協議会活動 

＜青森県協議会＞ 

○委員会(4 月 1 日・7 月 22 日・11 月 11 日  立正佼成会青森教会) 

○平和学習会事前準備打ち合せ 
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(8 月 24 日  青森市･アピオあおもり、9 月 1 日  立正佼成会青森教会) 

○平和学習会(9 月 3 日／230 人  青森市･アピオあおもり) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講 師：荒木和博／特定失踪者問題調査会代表 

来  賓：白 眞勲／民進党参議院議員 

                 (北朝鮮による拉致問題等に関する特別委員会筆頭理事) 

まとめ：山田匡男／新宗連総局長 

＜秋田県協議会＞ 

○委員会(4 月 6 日  立正佼成会秋田教会、11 月 6 日  仙北市･花葉館) 

○平和学習会事前準備打ち合わせ(6 月 24 日  立正佼成会秋田教会) 

○平和学習会(6 月 25 日 327 人  立正佼成会秋田教会) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題 ―拉致被害者と家族が抱き合える日まで！」 

講 師：飯塚繁雄／北朝鮮による拉致被害者家族連絡会代表 

大滝晃史／新宗連事務局次長 

＜岩手県協議会＞ 

○第 113 回学習会(4 月 9 日／150 人  立正佼成会花巻教会) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講 師：荒木和博／特定失踪者問題調査会代表 

佐原透修／新宗連事務局員 

○委員会(9 月 12 日・平成 30 年 1 月 23 日／各 20 人  立正佼成会花巻教会) 

  ○セミナー(10 月 24 日／130 人  立正佼成会花巻教会) 

    テーマ：｢宗教の受け止め方と実践｣ 

    講  師：田澤清喜／松緑神道大和山教主 

  ○第 5 回新生復興祈念集会開催準備[現地視察] 

    (平成 30 年 3 月 30～31 日／3 人  陸前高田市・釜石市) 

 

 

東北総支部 事業報告書 

 

Ⅰ．事業方針(※各総支部共通) 

Ⅱ．会議及び総支部活動 

○平和学習会(4 月 19 日／350 人  立正佼成会仙台教会)  ※宮城県協議会と合同開催 

講演Ⅰ  テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講 師：荒木和博／特定失踪者問題調査会代表 

飯塚繁雄／北朝鮮による拉致被害者家族連絡会代表 

佐原透修／新宗連事務局員 

    講演Ⅱ  テーマ：「新宗連は、なぜ拉致問題に取り組むのか」 

            講  師：佐原透修／新宗連事務局員 

○総務会(4 月 19 日／27 人  立正佼成会仙台教会、11 月 6 日／28 人  会津若松市･御宿東鳳) 

  ○企画委員会(平成 30 年 3 月 16 日／7 人  コラッセふくしま） 

Ⅲ．協議会活動 

＜福島県協議会＞ 

○委員会(4 月 3 日／10 人、6 月 24 日／8 人  立正佼成会郡山教会、 

10 月 27 日／10 人  立正佼成会平教会) 

○学習会(6 月 24 日／250 人  立正佼成会郡山教会) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講  師：飯塚繁雄／北朝鮮による拉致被害者家族連絡会代表 

大滝晃史／新宗連事務局次長 
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○第 6 回東日本大震災物故者慰霊洋上供養会―復興への祈り― 

(7 月 12 日／133 人  福島県いわき市江名港) 

内  容：護摩供養、宗教者各礼拝、洋上供養、他 

○福島県宗教団体連絡協議会理事会(7 月 12 日／7 人  ザ・セレクトン福島) 

＜宮城県協議会＞ 

○委員会 

(4 月 13 日／9 人  大國神社、6 月 12 日／7 人  松緑神道大和山宮城県布教センター、 

10 月 13 日／8 人  大和教本廰、平成 30 年 1 月 16 日／12 人  ＰＬ仙台中央教会) 

○平和学習会(4 月 19 日／310 人  立正佼成会仙台教会)  ※総支部と合同開催 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講  師：荒木和博／特定失踪者問題調査会代表 

        飯塚繁雄／北朝鮮による拉致被害者家族連絡会代表 

        佐原透修／新宗連事務局員 

    ○学習会(9 月 5 日／43 人  浄土宗西方寺) 

      テーマ：「信仰の心の大切さと宗教者の役割」 

      講  師：大江田博導／浄土宗西方寺元住職 

○拉致問題啓発舞台「めぐみへの誓い―奪還」劇団夜想会観劇 

(12 月 21 日／100 人  多賀城市民会館) 

＜山形県協議会＞ 

○委員会 

(4 月 25 日  立正佼成会米沢教会、7 月 3 日・9 月 17 日  立正佼成会山形教会、 

平成 30 年 1 月 12 日  天童ホテル) 

○平和学習会(9 月 17 日／200 人  立正佼成会山形教会) 

  テーマ：｢北朝鮮による日本人拉致問題｣ 

  講  師：佐原透修／新宗連事務局次長 

 

 

北関東総支部 事業報告書 

 

Ⅰ．事業方針(※各総支部共通) 

Ⅱ．会議及び総支部活動 

○第 330 回総務会・平和学習会(4 月 17～18 日／40 人  万代シルバーホテル) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講  師：佐原透修／新宗連事務局員 

  ○平成 29 年総会・学習会(11 月 6 日  アジア学院) 

  ○第 331 回総務会・総会(11 月 7 日  乃木温泉ホテル) 

  ○平成 29 年度事務局長会議(平成 30 年 3 月 13 日  群馬県高崎市) 

Ⅲ．協議会活動 

＜茨城県協議会＞ 

○委員会(4 月 9 日・11 月 11 日  立正佼成会水戸教会) 

○平和学習会(8 月 25 日  ホテルグリーンコア坂東) 

テーマ：「社会の変化からみた新宗連加盟教団の課題－立正佼成会を事例として－」 

講  師：渡辺雅子／明治学院大学教授 

○委員会及び青年合同会議(平成 30 年 2 月 17 日  立正佼成会水戸教会) 

○平和学習会(平成 30 年 2 月 18 日／150 人  立正佼成会水戸教会) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講 師：荒木和博／特定失踪者問題調査会代表 

栗山隆夫／新宗教新聞編集長 
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＜群馬県協議会＞ 

○委員会(4 月 7 日／12 人  救世真教本部、11 月 20 日／10 人  ＰＬ高崎教会、 

平成 30 年 1 月 19 日／11 人  立正佼成会高崎教会) 

○委員・青年委員合同会議(5 月 13 日／16 人  立正佼成会高崎教会) 

内  容：青年委員会の活動に関する報告・確認・検討および懇談・情報交換 

○平和学習会(6 月 19 日／200 人  立正佼成会高崎教会) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講  師：飯塚繁雄／北朝鮮による拉致被害者家族連絡会代表 

栗山隆夫／新宗連事務局員・新宗教新聞編集長 

○世界平和・祈りの集い(8 月 5 日／100 人  前橋市広瀬川河畔慰霊碑前) 

内  容：折鶴の奉納、清掃体験談の講話、教団別礼拝、黙祷、献花 

＜栃木県協議会＞ 

○委員会(4 月 22 日 立正佼成会宇都宮教会、9 月 18 日  立正佼成会那須教会、 

10 月 2 日  立正佼成会那須教会、11 月 7 日  乃木温泉) 

○宇都宮空襲慰霊祭(7 月 12 日  宇都宮市北山霊園)  ※青年会主催 

○第 331 回総務会への参加(11 月 6～7 日  乃木温泉) 

  ※総支部総会及び学習会受け入れ 

○平和学習会(平成 30 年 2 月 17 日  立正佼成会宇都宮教会) 

    テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

    講  師：佐原透修／新宗連事務局長 

＜長野県協議会＞ 

○委員会(4 月 24 日  ＰＬ長野教会、11 月 13 日  立正佼成会伊那教会、 

        平成 30 年 1 月 18 日  信州松代ロイヤルホテル) 

○平和学習会(6 月 25 日／200 人  立正佼成会松本教会) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講  師：荒木和博／特定失踪者問題調査会代表 

山田匡男／新宗連総局長 

    ○委員見学学習会(平成 30 年 1 月 18 日／8 人  長野市･松代象山地下壕[大本営跡]) 

      テーマ：「平和な世界を後世に語り継ぐ上での貴重な戦争遺跡を学ぶ」 

＜新潟県協議会＞ 

○委員会(4 月 18 日  新潟市、11 月 27 日・平成 30 年 2 月 9 日  立正佼成会新潟教会) 

○教団訪問研修(7 月 5～7 日／20 人 松緑神道大和山本部) 

○平和学習会(11 月 26 日／282 人   立正佼成会新潟教会) 

  テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

  講演Ⅰ：「北朝鮮による日本人拉致問題を考える」 

         講 師：荒木和博／特定失踪者問題調査会代表 

          講演Ⅱ：「新宗連はなぜ拉致問題に取り組むのか」 

          講  師：栗山隆夫／新宗教新聞編集長 

○新年初顔合わせ(平成 30 年 2 月 9 日  立正佼成会新潟教会) 

 

 

首都圏総支部 事業報告書 

 
Ⅰ．事業方針(※各総支部共通) 

Ⅱ．会議及び総支部活動 

○総務会・学習会(4 月 5 日／183 人  立正佼成会法輪閣) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講  師：荒木和博／特定失踪者問題調査会代表 
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斎藤謙次／新宗連事務局長 

  ○総務会(10 月 25 日  さいたま市･アルタビスタガーデン、平成 30 年 3 月 2 日  新宗連会館) 

○第 52 回「戦争犠牲者慰霊並びに平和祈願式典(8.14 式典)」への参列 

(8 月 14 日 千鳥ヶ淵戦没者墓苑) 

○平成 29 年度研修会 

(9 月 12 日／25 人  浄土宗回向院、東京都慰霊堂、立正佼成会墨田教会) 

講  師：本多将敬／浄土宗回向院副住職 

高木昌克／立正佼成会墨田教会参与 

本山一博／新宗連信教の自由委員会委員長・首都圏総支部副会長 

内  容：動物供養を行う回向院を訪れ、行政による「信教の自由」侵害の問題について学 

        び、東京都慰霊堂の訪問及び立正佼成会墨田教会での墨田宗教者・信徒平和会の 

方の話から「政教分離」の具体的な問題について学びを深めた。 

  ○総会(10 月 25 日／86 人  さいたま市･アルタビスタガーデン) 

    テーマ：｢世界平和を実現するために―支援の現場で実感した自立と自治の大切さ―｣ 

    講  師：鬼丸昌也／ＮＰＯ法人テラ・ルネッサンス理事・創始者 

    内  容：学習会では鬼丸氏からテラ･ルネッサンスを創設するに至った経緯、アフリカの 

ウガンダを訪れた体験などを通し、「子ども兵」が増える背景や支援のあり方な 

どを聞き、平和をつくりだすための実践について学んだ。 

  ○正副会長会議(平成 30 年 3 月 2 日  新宗連会館) 

Ⅲ．協議会活動 

＜神奈川県協議会＞ 

○首都圏総支部活動への参加 

・平和学習会への参加(4 月 5 日／10 人  立正佼成会法輪閣) 

・平成 29 年度研修会への参加 

(9 月 12 日／2 人  浄土宗回向院、東京都慰霊堂、立正佼成会墨田教会) 

・総会への参加(10 月 25 日／10 人  さいたま市･アルタビスタガーデン) 

○委員会(4 月 22 日／11 人、6 月 3 日／14 人、9 月 12 日／13 人、11 月 11 日／16 人、 

        平成 30 年 3 月 29 日／13 人) 

○神奈川県宗教連盟の活動への参加 

・神奈川県宗教連盟の活動である神奈川県戦没者慰霊式典への参加(5 月 10 日／5 人) 

・理事会(7 月 3 日／2 人、10 月 3 日／2 人、12 月 6 日／2 人、 

平成 30 年 2 月 13 日／2 人、3 月 30 日／1 人) 

・第 76 回宗教者文化講座(10 月 30 日／72 人) 

・理事役員研修会 

(12 月 6 日／2 人  鎌倉レデンプトリスチン修道院・カトリック雪ノ下教会参観) 

○事務局会議(5 月 14 日／9 人) 

○平成 29 年度「新宗連神奈川県協議会信仰体験交流会」 

(6 月 25 日／302 人  立正佼成会横浜普門館１階法座席) 

テーマ：「信仰の喜びを広げましょう」 

内  容：体験発表者 2 人、信仰体験交流会 45 グループ 

※募金「新宗連国際救援金」94,852 円 

○信仰体験交流会[協議会内での委員同士での信仰体験発表](6 月 3 日、9 月 8 日) 

発表者：古川謙一／思親会責任役員(6 月 3 日 委員会後実施) 

豊原 潔／松緑神道大和山藤沢支部長(9 月 8 日 教団訪問時実施) 

○第 52 回 8.14 式典への参列(8 月 14 日  千鳥ヶ淵戦没者墓苑) 

○教団訪問(9 月 8～9 日／14 人  松緑神道大和山本部) 

○環境推進委員会 

・定例会(5 月 24 日／12 人、10 月 19 日／13 人、11 月 19 日／14 人、 
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平成 30 年 1 月 19 日／14 人、3 月 19 日／15 人) 

･｢環境委員会活動報告｣100 冊作成・配布 

  ＜埼玉県協議会＞ 

○首都圏総支部活動への参加 

・平和学習会への参加(4 月 5 日  立正佼成会法輪閣) 

・平成 29 年度研修会への参加 

(9 月 12 日  浄土宗回向院、東京都慰霊堂、立正佼成会墨田教会) 

・総会への参加(10 月 25 日  さいたま市･アルタビスタガーデン) 

○委員会(6 月 5 日、8 月 3 日、10 月 5 日、11 月 8 日、平成 30 年 2 月 19 日) 

        ※11 月 8 日、平成 30 年 2 月 19 日は懇談会も開催 

○総会総支部総会下見打ち合わせ(10 月 5 日) 

○環境委員会企画会議(5 月 19 日、9 月 25 日、平成 30 年 1 月 19 日、2 月 19 日) 

○環境学習会(6 月 27 日  立正佼成会上尾教会) 

テーマ：「よくわかる PM2.5 ―初歩から発生源まで―」 

講  師：米持真一／埼玉県環境科学国際センター大気環境 GL 主任研究員 

    ○総支部総会受け入れ(10 月 25 日  さいたま市･アルタビスタガーデン) 

＜千葉県協議会＞ 

○首都圏総支部活動への参加 

・平和学習会への参加(4 月 5 日／33 人  立正佼成会法輪閣) 

・平成 29 年度研修会への参加 

(9 月 12 日／4 人  浄土宗回向院、東京都慰霊堂、立正佼成会墨田教会) 

・総会への参加(10 月 25 日  さいたま市･アルタビスタガーデン) 

○環境体験学習会下見(5 月 8 日／2 人) 

○委員会(5 月 9 日／11 人、11 月 9 日／17 人、平成 30 年 3 月 3 日／18 人) 

○エコリーダー会議(6 月 7 日／12 人、11 月 9 日／12 人、平成 30 年 3 月 3 日／14 人) 

○第 52 回「8.14 式典」への参列(8 月 14 日  千鳥ヶ淵戦没者墓苑) 

○「環境体験学習会・本所防災館」(9 月 9 日／29 人) 

内  容：地震や暴風雨、洪水、消防体験 

○議長・副議長会議(平成 30 年 1 月 25 日／5 人) 

＜東京都協議会＞ 

○首都圏総支部活動への参加 

・平和学習会への参加(4 月 5 日 立正佼成会法輪閣) 

・平成 29 年度研修会への参加 

(9 月 12 日／4 人  浄土宗回向院、東京都慰霊堂、立正佼成会墨田教会) 

・総会への参加(10 月 25 日  さいたま市･アルタビスタガーデン) 

○委員会(4 月 17 日／10 人  立正佼成会大聖ホール会議室、 

9 月 4 日／9 人  立正佼成会事務庁舎会議室 

※併せて「開祖さまご命日式典」に参加、開祖記念館を見学、 

平成 30 年 2 月 22 日／10 人  新宗連会館) 

○環境推進委員会(6 月 2 日／7 人  新宗連会館会議室) 

○環境推進委員会施設見学会(9 月 20 日／10 人   サントリー武蔵野ビール工場) 

内  容：サントリー武蔵野ビール工場における環境保全活動の取り組みを視察 

    ○教団訪問研修(11 月 6 日／18 人  山梨県北杜市･生長の家) 

    ○東京都宗教連盟実務研修会への参加(11 月 21 日  立正佼成会法輪閣) 

    ○平和を祈る集い(11 月 23 日  千鳥ヶ淵戦没者墓苑) 

＜山梨県協議会＞ 

○首都圏総支部活動への参加 

・平和学習会への参加(4 月 5 日／16 人  立正佼成会法輪閣) 
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・平成 29 年度研修会への参加 

(9 月 12 日／4 人  浄土宗回向院、東京都慰霊堂、立正佼成会墨田教会) 

・総会への参加(10 月 25 日  さいたま市･アルタビスタガーデン) 

○委員会(4 月 26 日／25 人  立正佼成会甲府教会、12 月 11 日／29 人) 

○企画委員会(5 月 20 日／8 人  立正佼成会甲府教会、11 月 13 日／6 人  ＰＬ甲府教会、 

平成 30 年 3 月 15 日／8 人  立正佼成会甲府教会) 

○環境学習会(5 月 24 日／32 人  米倉山太陽光発電所) 

目  的：学習会を通し、環境問題への関心を深め、今後の活動の一助とする 

○平和学習会(6 月 18 日／82 人  立正佼成会甲府教会) 

目  的：新スローガン「信仰心を広めよう」を受け、布教や継承という共通の課題につい

て各教団の取り組みから学び、信仰心を深められるような学習会を開催する 

内  容：3 人の取り組み発表とグループ内での分かち合い感想発表 

○第 52 回「8.14 式典」への参列(8 月 14 日／13 人  千鳥ヶ淵戦没者墓苑) 

○教団訪問研修(9 月 19 日／24 人  思親会本部) 

内  容：「宗教協力」の実践とともに、参加教団相互の啓発と布教の活性化につなげる 

 

 

北陸総支部 事業報告書 

 

Ⅰ．事業方針(※各総支部共通) 

Ⅱ．会議及び総支部活動 

○総務会(4 月 18 日、7 月 13 日、10 月 26 日、平成 30 年 3 月 13～14 日) 

○平和学習会(4 月 18 日／22 人  立正佼成会富山教会) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講  師：佐原透修／新宗連事務局員 

  ○60 周年実行委員会(11 月 9 日、12 月 12 日、平成 30 年 2 月 13 日) 

Ⅲ．協議会活動 

＜石川県協議会＞ 

○委員会(4 月 18 日、5 月 16～17 日、7 月 13 日、10 月 26 日、平成 30 年 3 月 13 日) 

○懇談会(5 月 26 日／8 人) 

○学習会(5 月 27 日／200 人  立正佼成会金沢教会) 

テーマ：｢北朝鮮による日本人拉致問題｣ 

講  師：佐原透修／新宗連事務局員 

○石川県宗教連盟への参加 

・理事会(平成 30 年 1 月 23 日) 

・70 周年記念式典に参加(11 月 2 日  ホテル金沢) 

・教養講座に参加(平成 30 年 3 月 13 日、22 日  金沢社会福祉センター) 

＜富山県協議会＞ 

  ○委員会(4 月 18 日、5 月 27 日、7 月 13 日、10 月 26 日、平成 30 年 3 月 13 日) 

※5 月 27 日は懇談会も開催 

○平和学習会(5 月 27 日／250 人  立正佼成会高岡教会) 

テーマ：｢北朝鮮による日本人拉致問題｣ 

講  師：佐原透修／新宗連事務局員 

＜福井県協議会＞ 

○委員会(4 月 18 日、4 月 24 日、7 月 13 日、10 月 26 日、平成 30 年 3 月 13 日) 

○平和学習会(7 月 23 日／150 人  立正佼成会武生教会) 

テーマ：｢北朝鮮による日本人拉致問題｣ 

講  師：佐原透修／新宗連事務局次長 
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○福井県宗教連盟への参加 

  ・役員会(４月 24 日、8 月 24 日  立正佼成会福井教会) 

  ・総会(8 月 24 日  立正佼成会福井教会) 

  ・県外研修旅行(6 月 26～27 日／31 人) 

        (1)訪問：世界文化遺産下鴨神社、真言宗智山派総本山智積院、円応教本部 

        (2)見学：二条城(二の丸御殿)、上賀茂神社 

 

 

中部総支部 事業報告書 

 

Ⅰ．事業方針(※各総支部共通) 

Ⅱ．会議及び総支部活動 

○平和学習会(4 月 18～19 日)  ※愛知県協議会主催 

○総会(5 月 16～17 日／37 人  湯の山温泉グリーンホテル) 

○総務会(7 月 13 日／22 人・11 月 28 日／21 人・平成 30 年 1 月 25 日／18 人・ 

3 月 13 日／20 人  立正佼成会名古屋教会) 

○学習会(9 月 14 日／74 人  立正佼成会名古屋教会) 

テーマ：「より良い集団づくり ―ピア・サポートを用いて―」 

講  師：山口権治／浜松市教育委員会教育総合支援センター 

  ○専門委員会(10 月 25 日／13 人  ＰＬ浜松教会) 

  ○中部ゼミ(12 月 12 日／110 人  ＰＬ名古屋中央教会) 

  テーマ：「子供の貧困と無料学習支援」 

  講  師：小宮位之／ＮＰＯ法人八王子つばめ塾理事長 

  ○県協議会交流会(12 月 12～13 日   日間賀島) 

  ○環境委員会 

内  容：地球環境保全運動を各協議会で継続的に推進 

Ⅲ．協議会活動 

＜愛知県協議会＞ 

○総会(4 月 13 日／14 人  解脱会中部道場) 

○平和学習会受け入れ(4 月 18～19 日／23 人  岡山県･黒住教本部) 

○委員会(9 月 14 日／12 人  立正佼成会名古屋教会、 

12 月 12 日／14 人  立正佼成会知多教会  

※併せて｢私の信仰体験｣ 発表者：水谷二明／ＰＬ豊橋教会長、 

平成 30 年 2 月 13 日／13 人  立正佼成会名古屋教会 

※併せて｢私の信仰体験｣ 発表者：手島孝昌／立正佼成会一宮教会長) 

    ○県協議会交流会(12 月 12～13 日／27 人  日間賀島) 

○第 22 回愛知ゼミ(平成 30 年 2 月 13 日／500 人   立正佼成会名古屋教会) 

  テーマ：｢北朝鮮による日本人拉致問題｣ 

  講  師：佐原透修／新宗連事務局長 

＜岐阜県協議会＞ 

○愛知県協議会平和学習会への参加(4 月 18～19 日／1 人  岡山県･黒住教本部) 

○委員会(4 月 11 日／7 人  立正佼成会岐阜教会、 

平成 30 年 1 月 16 日／5 人  熱海市内ホテル) 

○平和学習会(6 月 18 日／120 人  立正佼成会岐阜教会) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講  師：生田茂夫／新宗連事務局次長・大阪事務所所長 

    ○教団訪問研修(平成 30 年 1 月 17 日／5 人  崇教真光元み魂座) 
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＜静岡県協議会＞ 

○愛知県協議会平和学習会への参加(4 月 18～19 日／5 人  岡山県･黒住教本部) 

○委員会(6 月 12 日 ＰＬ静岡中央教会、9 月 19 日 立正佼成会沼津教会、 

        12 月 20 日  ＰＬ静岡中央教会、平成 30 年 3 月 29 日 立正佼成会静岡教会) 

○ゼミ(9 月 19 日／200 人  立正佼成会沼津教会) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講  師：飯塚繁雄／北朝鮮による拉致被害者家族連絡会代表 

栗山隆夫／新宗教新聞編集長 

    ○新宗連全国総会受け入れ(10 月 17～18 日  熱海市･大月ホテル和風館) 

    ○中部総支部専門委員会受け入れ(10 月 25 日  ＰＬ浜松教会) 

＜三重県協議会＞ 

○愛知県協議会平和学習会への参加(4 月 18~19 日／5 人  岡山県･黒住教本部) 

○中部総支部総会・懇談会受け入れ 

(5 月 16～17 日／37 人  湯の山温泉グリーンホテル) 

○委員会(7 月 25 日  ＰＬ四日市教会、10 月 31 日  立正佼成会津教会、 

        12 月 5 日  立正佼成会桑名教会、平成 30 年 3 月 6 日  立正佼成会四日市教会) 

    ○カッパ座公演への協賛[青少年研究会](8 月 14 日  四日市市文化会館) 

    ○新宗連全国総会の受け入れ(10 月 17～18 日／6 名  熱海市･大月ホテル和風館) 

○平和学習会[新宗連三重県の集い](10 月 31 日  立正佼成会津教会) 

      テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講  師：山田匡男／新宗連総局長 

  ○中部ゼミへの参加及び県協議会交流会(12 月 12～13 日  ＰＬ名古屋中央教会) 

    内  容：無料塾講演会 

    テーマ：「子供の貧困と無料学習支援」 

    講  師：小宮位之／ＮＰＯ法人八王子つばめ塾理事長 

 

 

近畿総支部 事業報告書 

 

Ⅰ．事業方針(※各総支部共通) 

Ⅱ．会議及び総支部活動 

○総務会・学習会(4 月 25 日) 

テーマ：｢信教の自由と立憲主義｣ 

講  師：山田匡男／新宗連総局長 

  ○総務会(11 月 24 日／22 人・平成 30 年 2 月 19 日／18 人  立正佼成会大阪普門館) 

  ○専門委員会 

(11 月 8 日／9 人・平成 30 年 1 月 16 日／12 人・3 月 29 日／7 人  新宗連大阪事務所) 

Ⅲ．協議会活動 

＜大阪府協議会＞ 

○委員会(4 月 19 日・8 月 7 日・10 月 26 日・平成 30 年 1 月 18 日  新宗連大阪事務所) 

○テーマ学習会(5 月 26 日  大阪市ミナミ地区) 

テーマ：｢大阪ミナミの今昔物語 ―道頓堀・千日前を歩く―｣ 

    ○近畿総支部総会への参加(4 月 25 日  立正佼成会大阪普門館) 

＜京都府協議会＞ 

○委員会(4 月 10 日、4 月 13 日  立正佼成会京都普門館) 

○環境学習会(7 月 3 日／21 人  ＡＮＡクラウンプラザホテル京都) 

テーマ：「地球環境学習会を振り返って」 

講  師：生田茂夫／新宗連事務局次長・大阪事務所所長 
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○祇園祭ボランティア(7 月 24 日)  ※青年部主催 

○深草墓苑慰霊祭に参加 

(9 月 10 日  西本願寺、平成 30 年 3 月 17 日  松緑神道大和山) 

    ○教団訪問(10 月 30 日／25 人  日本聖公会川口基督教会) 

講  演：竹林徑一／日本聖公会大阪ヨハネ教会管理牧師 

○教団訪問(11 月 23 日  天恩教笠置本庁) 

○京滋合同交流会(12 月 5 日／26 人  ＡＮＡクラウンプラザホテル京都) 

○福幸(復興)の祈り(平成 30 年 3 月 13 日／20 人  ＰＬ京都教会)  ※青年部主催 

＜滋賀県協議会＞ 

○委員会(4 月 4 日、8 月 22 日、10 月 24 日) 

○教団交流会(11 月 25 日／73 人  多賀大社) 

  内  容：参拝、清掃奉仕、宮司より講話 

○京滋合同交流会(12 月 5 日／6 人  ＡＮＡクラウンプラザホテル京都) 

※京都府協議会担当 

＜奈良県協議会＞ 

○委員会(4 月 14 日、10 月 23 日、平成 30 年 1 月 12 日) 

○教団訪問(5 月 16 日  比叡山延暦寺) 

○第 14 回奈良県宗教者フォーラムへの参加(9 月 30 日  橿原神社神宮会館) 

テーマ：「日本のこころと宗教の役割 ―神話から歴史へ―」 

       「平和祈願祭」厳修 

第１部 =「勾玉と神話」 

講 師：菅谷文則／奈良県立橿原考古学研究所所長 

第２部 =「人が神になる方法 ―信長・秀吉・家康の自己神格化計画―」 

講 師：井沢元彦／歴史研究家 

    ○近畿総支部総務会へ参加(11 月 24 日・平成 30 年 2 月 19 日  立正佼成会大阪普門館) 

＜兵庫県協議会＞ 

○委員会(4 月 15 日、9 月 30 日) 

○兵庫県宗教連盟有志の「叡智の会」講演会への参加(6 月 27 日) 

テーマ：「心の形（すがた）」 

講  師：森 清範／北法相宗管長・清水寺貫主 

    ○兵庫県宗教連盟総会への参加(平成 30 年 3 月 7 日) 

＜和歌山県協議会＞ 

○野外学習会(6 月 25 日  南方熊楠記念館、闘鶏神社正式参拝) 

  ○委員会・懇談会(平成 30 年 2 月 24 日) 

  ○県協議会学習会(平成 30 年 3 月 25 日) 

    テーマ：「新宗連活動の原点と歴史」 

    講  師：山田匡男／新宗連総局長 

            梶山貴史／新宗連大阪事務所主任 

 

 

中国総支部 事業報告書 

 

Ⅰ．事業方針(※各総支部共通) 

Ⅱ．会議及び総支部活動 

○総務会・学習会(4 月 3 日／50 人  ＰＬ 広島中央教会) 

講演Ⅰ  テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講  師：飯塚繁雄／北朝鮮による拉致被害者家族連絡会代表 
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講演Ⅱ  テーマ：「新宗連は、なぜ拉致問題に取り組むのか」 

講  師：生田茂夫／新宗連事務局次長・大阪事務所所長 

  ○総務会・学習会(11 月 8 日  岡山後楽園プラザホテル) 

    テーマ：「日本と世界の宗教観―目覚め・気付き・改まり―」 

    講  師：堀尾光俊／金光教学院院長 

  ○幹部会(平成 30 年 2 月 8 日  立正佼成会広島教会) 

Ⅲ．協議会活動 

＜岡山県協議会＞ 

○委員会(4 月 29 日  立正佼成会岡山教会、9 月 16 日   ＰＬ玉野教会、 

        10 月 14 日  立正佼成会岡山教会、平成 30 年 2 月 13 日  ＰＬ岡山教会) 

○懇談会(7 月 22 日、11 月 25 日  岡山市内) 

＜島根県協議会＞ 

○委員会(5 月 18 日／5 人  立正佼成会浜田教会) 

○平和の集い(7 月 17 日／300 人  出雲市平田文化館プラタナスホール) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講 師：梶山貴史／新宗連大阪事務所主任 

＜鳥取県協議会＞ 

○委員会(4 月 25 日、12 月 9 日) 

○平和集会事前打ち合わせ(7 月 16 日) 

○平和集会(8 月 27 日／200 人  立正佼成会鳥取教会) 

テーマ：｢信仰心を広めよう｣ 

講  師：辻 真二郎／新宗連鳥取県協議会議長・ＰＬ鳥取教会長 

内  容：ＰＬ鳥取教会ＭＢＡバトン演技、体験発表、グループミーティング、 

立正佼成会傘踊り。 

○砂丘清掃(4 月 9 日・9 月 10 日  鳥取砂丘) 

＜広島県協議会＞ 

≪広島県共通≫ 

○委員会(4 月 6 日  立正佼成会広島教会、 

10 月 17 日・平成 30 年 2 月 16 日・3 月 23 日  ＰＬ曙教会) 

≪広島地区≫ 

○委員会(4 月 13 日、6 月 29 日、7 月 18 日、9 月 14 日) 

○広島地区平和集会(10 月 29 日／147 人  広島原爆資料館地下メモリアルホール) 

≪呉地区≫ 

○委員会(5 月 20 日、6 月 23 日、7 月 23 日) 

≪備後地区≫ 

○委員会(5 月 9 日、8 月 24 日) 

○平和集会(9 月 24 日  立正佼成会尾道教会) 

・平和のテーマで落語を通して考える 

・４団体交流グループ討議 

＜山口県協議会＞ 

○委員会(5 月 12 日  立正佼成会萩教会、10 月 19 日  ＰＬ下関教会、 

        平成 30 年 1 月 12 日  立正佼成会岩国教会、3 月 17 日  立正佼成会宇部教会) 

○回天慰霊供養(9 月 24 日  周南市大津島) 

○フォーラム(平成 30 年 3 月 17 日  カトリック宇部教会) 

  テーマ：｢あなたのままで輝いて―マザー・テレサが教えてくれたこと―｣ 

  講  師：片柳弘史／カトリック宇部教会神父 
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四国総支部 事業報告書 

 

Ⅰ．事業方針(※各総支部共通) 

Ⅱ．会議及び総支部活動 

○総務会・学習会(4 月 17 日／23 人  徳島ワシントンホテルプラザ) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題―拉致被害者の即時帰国と問題解決に向けて―」 

講 師：梶山貴史／新宗連事務局員 

○事務局長引継ぎ会議(6 月 5 日  立正佼成会丸亀教会) 

○総務会(11 月 6 日  松山市｢大和屋｣) 

○事務局長連絡会議(平成 30 年 3 月 13 日  立正佼成会須崎教会) 

Ⅲ．協議会活動 

＜愛媛県協議会＞ 

○学習会(6 月 25 日／100 人  ＰＬ松山教会) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講  師：佐原透修／新宗連事務局次長 

○献血協力 

(5 月 21 日  立正佼成会西条教会、8 月 27 日・平成 30 年 2 月 25 日  ＰＬ今治教会) 

○委員会(10 月 2 日  立正佼成会松山教会) 

○年度反省会(10 月 24 日  ひら井) 

○事務局引き継ぎ(平成 30 年 1 月 23 日  ＰＬ松山教会) 

＜香川県協議会＞ 

○委員会(4 月 10 日・9 月 14 日・11 月 13 日・12 月 16 日  立正佼成会丸亀教会) 

○沙弥島海岸清掃奉仕(6 月 18 日  立正佼成会丸亀教会) 

○委員会・青年会合同懇談会(12 月 16 日) 

○平和学習会(平成 30 年 2 月 18 日  立正佼成会丸亀教会) 

  テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

  講  師：山田匡男／新宗連総局長 

＜高知県協議会＞ 

○委員会(6 月 8 日、12 月 12 日)  ※12 月は懇談会も開催 

○平和学習会(平成 30 年 2 月 18 日  立正佼成会高知教会) 

  テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

  講  師：梶山貴史／新宗連大阪事務所主任 

○横浪黒潮スカイライン清掃奉仕・観桜の集い(平成 30 年 3 月 25 日) 

＜徳島県協議会＞ 

○総支部総務会受け入れ準備会議(4 月 7 日  立正佼成会徳島教会) 

○委員会(11 月 27 日  立正佼成会徳島教会) 

○平和学習会(平成 30 年 2 月 25 日  立正佼成会徳島教会) 

  テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題―拉致被害者の即時帰国と問題解決に向けて―」 

      講  師：佐原透修／新宗連事務局長 

 

 

九州総支部 事業報告書 

 

Ⅰ．事業方針(※各総支部共通) 

Ⅱ．会議及び総支部活動 

○企画委員会(4月 6日／10人  立正佼成会福岡教会、6月 30日／9人  大法輪台意光妙教会、 

            10 月 27 日・12 月 9 日／11 人  立正佼成会福岡教会、 

平成 30 年 3 月 22 日／14 人 ホテル日航熊本) 
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○総務会(4 月 17～18 日／30 人  立正佼成会鹿児島教会、 

7 月 6～7 日／19 人  立正佼成会長崎教会、11 月 8 日／30 人  立正佼成会大分教会) 

○チャリティースポーツ(7 月 7 日／16 人  長崎県諫早市) 

○懇談会(4 月 17 日／25 人、7 月 6 日／22 人、10 月 27 日／11 人、12 月 9 日／11 人、 

平成 30 年 3 月 16 日／11 人) 

○平和学習会 

・南九州地区 = 4 月 18 日／400 人  立正佼成会鹿児島教会 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講  師：荒木和博／特定失踪者問題調査会代表 

黒田 均／ＰＬ太宰府教会長・九州総支部事務局長 

・北九州地区 = 6 月 3 日／400 人   善隣教本庁) 

テーマ：「北朝鮮による日本人拉致問題」 

講  師：荒木和博／特定失踪者問題調査会代表 

佐原透修／新宗連事務局員 

○新宗連第 4 回「新生復興祈念集会」への参加(5 月 23～24 日  熊本) 

○事務局長会議(平成 30 年 3 月 6 日／13 人  立正佼成会福岡教会) 

Ⅲ．協議会活動 

＜大分県協議会＞ 

○委員会(4 月 25 日、7 月 12 日、10 月 31 日、11 月 8 日、12 月 25 日) 

○九州総支部北九州地区平和学習会への参加(6 月 3 日／10 人  善隣教本庁) 

○青年会との交流会(9 月 30 日) 

○研修会(10 月 2 日／6 人  羅漢寺) 

  講  話：太田英華／羅漢寺次期住職 

○懇談会(11 月 8 日／8 人、平成 30 年 1 月 16 日／6 人  大分県内) 

＜沖縄県協議会＞ 

○沖縄宗教者の会への参加 

・会員訪問参拝(4 月 2 日  天理教那覇支部、首里支部) 

・定例会への参加(5 月 26 日  立正佼成会沖縄教会、10 月 24 日  料亭那覇、 

12 月 8 日  魚介・島人ダイニングまりんぼっくす、 

平成 30 年 2 月 10 日  料亭那覇) 

・第 27 回祈りと平和の集い打ち合わせ(7 月 7 日  沖縄平和祈念堂) 

・第 27 回祈りと平和の集いリハーサルへの参加(8 月 10 日  沖縄平和祈念堂) 

・第 27 回祈りと平和の集いへの参列(8 月 15 日  沖縄平和祈念堂) 

○総支部総務会受け入れ打ち合わせ 

(平成 30 年 1 月 13 日・2 月 10 日・2 月 20 日・3 月 30 日  立正佼成会沖縄教会) 

    ○総支部総務会受け入れ調査（平成 30 年 1 月 30 日  佐喜眞美術館 他） 

＜鹿児島県協議会＞ 

○南洲神社清掃活動並びに慰霊祭(5 月 14 日) 

○委員会(7 月 22 日  立正佼成会鹿児島教会、10 月 14 日  立正佼成会川内教会、 

        12 月 3 日  ＰＬ鹿児島教会、平成 30 年 2 月 28 日  立正佼成会鹿児島教会) 

○南洲神社清掃活動並びに慰霊祭(平成 30 年 3 月 25 日／59 人) 

＜北九州地区協議会＞ 

○委員会 

(4 月 24 日、7 月 23 日、11 月 13 日、平成 30 年 2 月 19 日)  ※2 月は懇談会も開催 

○青年会との交流会(7 月 23 日／18 人) 

＜熊本県協議会＞ 

○委員会(4 月 7 日  立正佼成会八代教会、7 月 2 日  立正佼成会熊本教会、 

        平成 30 年 2 月 7 日  ＰＬ天草教会) 
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○九州総支部平和学習会への参加(4 月 18 日  立正佼成会鹿児島教会) 

○新宗連第 4 回「新生復興祈念集会」受け入れ支援参加(5 月 23～24 日) 

○家庭における心の教育(7 月 2 日  立正佼成会熊本教会) 

テーマ：「うつ病の方と共に生きる」 

講  師：鴇崎友朗／佼成カウンセリング研究所顧問 

＜佐賀県協議会＞ 

○委員会(4 月 9 日／10 人、７月 13 日／8 人  立正佼成会佐賀教会、 

10 月 17 日／8 人  古湯温泉おんくり) 

○懇談会 

(4 月 9 日／10 人  ホテルニューオータニ佐賀、10 月 17 日／8 人  古湯温泉おんりく) 

＜筑後地区協議会＞ 

○委員会(4 月 20 日、7 月 14 日、11 月 10 日、12 月 15 日、平成 30 年 3 月 22 日) 

       ※12 月は懇談会も開催 

○九州総支部平和学習会への参加(6 月 3 日／50 人  善隣教本庁) 

＜筑豊地区協議会＞ 

○委員会(4 月 7 日  立正佼成会田川教会、8 月 3 日  立正佼成会宮田教会、 

11 月 14 日  立正佼成会宮田教会) 

○文化活動[人形劇鑑賞](4 月 22 日  飯塚コスモスコモン、4 月 23 日  ユメニティ直方) 

○文化活動[ＰＬ筑豊ＭＢＡ](11 月 12 日) 

＜長崎県協議会＞ 

○委員会(5 月 18 日／12 人  立正佼成会諫早教会、7 月 13 日／12 人  ＰＬ長崎教会、 

9 月 7 日／12 人  立正佼成会諫早教会、11 月 27 日／12 人  立正佼成会長崎教会、 

平成 30 年 1 月 18 日／12 人  立正佼成会佐世保教会、 

平成 30 年 3 月 23 人／9 人  ＰＬ佐世保教会)  ※11 月と 1 月は懇談会も開催 

○臨時委員会(6 月 16 日／10 人  立正佼成会長崎教会)  ※総支部総務会受け入れ 

○九州総支部第 17 期第 5 回総務会受け入れ(7 月 6～7 日／20 人  立正佼成会長崎教会) 

○長崎県宗教者懇話会主催 

「第 45 回長崎原爆殉難者慰霊祭」受け入れ(8 月 8 日  爆心地公園) 

＜福岡地区協議会＞ 

○委員会(4 月 28 日、7 月 20 日、11 月 20 日) 

○長崎県宗教者懇話会主催 

「第 45 回原爆殉難者慰霊祭」への参加(8 月 8 日／12 人  爆心地公園) 

＜宮崎県協議会＞ 

○九州総支部平和学習会への参加(4 月 18 日／12 人  立正佼成会鹿児島教会) 

○委員会(7 月 2 日／6 人、平成 30 年 3 月 17 日／7 人) 

○学習会(11 月 25 日／40 人  サンマリーナ宮崎多目的広場) 

  「水と緑の森林づくり」県民ボランティアの集い 

活  動：塩路県有林で植林活動  ※環境問題への取り組みとして参加 

 

以 上 


